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序　　文

　熊本県教育委員会では、一般県道原植木線緊急地方道路整備

工事に伴う埋蔵文化財調査として、平成 11 年度に平松遺跡 、

平成 12 年度に塚園古墳群の発掘調査を実施しました。

　鹿本郡植木町大字岩野字平松に所在する平松遺跡では、縄文

時代早期の集石遺構や押形文土器が検出されました。また、同

字塚園に所在する塚園古墳群では新たに 2基の円墳を確認しま

した。

　本報告書が埋蔵文化財とその保護に対する理解と認識を深め、

活用していただく一助となれば幸いです。

　埋蔵文化財調査に際しご協力いただきました山鹿土木事務所

（現鹿本地域振興局）をはじめ、植木町教育委員会及び地元の

方々に心より感謝申し上げます。

　　平成１４年１２月２７日

熊本県教育長　田 中 力 男　



例　　言
１　本書は、一般県道原植木線緊急地方道路整備工事に伴い、事前に実施した埋蔵文化財調査

（平松遺跡・塚園古墳群）の報告書である。

２　調査は山鹿土木事務所（現鹿本地域振興局）から依頼を受け、熊本県教育委員会が実施し

た。

３　平松遺跡の発掘調査は平成１１年度に、塚園古墳群の発掘調査は平成１２年度にそれぞれ実施

し、その整理・報告書作成は平成１３年度に行った。

４　現地での実測及び写真撮影は後藤貴美子、矢野裕介、古閑敬士、下東嘉也、上高原聡、宮

崎拓が行った。遺構の製図は横山明代、乘富裕子が行った。遺物の実測は井島秀子、末広晶

子、松本裕子、宮崎、乘富、横山、後藤が行い、塚園古墳群出土の一部の須恵器については

中原幹彦氏（植木町教育委員会）の協力を得た。遺物の製図は三宅由華、末広、松本、横山

が行った。遺物の撮影は後藤が行った。

５　当該遺跡の地形図は植木町及び山鹿土木事務所から提供を受けたものをもとにして作成し

た。

６　本書の執筆は後藤が行った。

７　本書の編集は熊本県文化課が行い、後藤が担当した。

凡　　例
１　現地での実測図は以下の縮尺で作成した。

集石遺構…１/１０　　平松遺跡礫等散布状況・塚園古墳群周溝・ピット・道路状遺構

…１ /２０　　平松遺跡遺構配置図…１ /２００　　塚園古墳群遺構配置図…１ /１００

２　本書の作成の際には以下の縮尺とした。

平松遺跡遺構配置図…１/３００　　塚園古墳群遺構配置図…１/３００　　土器…３/１

３　遺構の方位は真北である。

４　遺物実測図中で断面を　� 　で示しているのは須恵器である。また、成形時における

粘土紐の接合部が観察できるものについては点線で示した。

５　写真のスケールは紙面の都合で任意とした。

６　第Ⅱ章で示した周辺主要遺跡分布図及び主要遺跡名については、平成１０年発行の「熊本県

遺跡地図」（熊本県教育委員会）と同様の番号を付した。

７　その他の凡例については挿図ごとに付した。
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第Ⅰ章　調査の概要

第１節　調査の経緯

　平成１１年７月２８日付山土第８８３号で、山鹿土木事

務所長から熊本県教育庁文化課に対し、埋蔵文化財

の確認調査依頼がなされた。調査の原因は原植木線

緊急地方道路整備事業によるものである。これを受

けて同年１１月２４日から２５日にかけて確認調査を行っ

た。

　調査依頼区域は塚園古墳群、平松遺跡、小山遺跡

にかかっており、調査箇所に近接する畑地でも縄文

時代、弥生時代、古墳時代の土器・石器などが散布

していた。確認調査は調査可能な箇所に、任意にト

レンチ（試掘坑）を設定して行った。その結果、１０

箇所中５箇所のトレンチから縄文時代や弥生時代、

古墳時代の遺物・遺構が確認された。そのため山鹿

土木事務所長には工事に着手する前に発掘調査が必

要である旨通知した。

　これを受けて山鹿土木事務所（現鹿本地域振興局

土木部）と文化課との間で協議を重ね、本調査が必

要であると回答した範囲について、発掘調査を実施

することとした。平松遺跡（１区・２区）にかかる

発掘調査は平成１２年２月１日に開始し、同年３月３１

日に終了した。その後塚園古墳群の発掘調査を平成

１２年４月１日に開始し、同年６月２６日に終了した。

調査期間はあわせて約５ヶ月である。

第２節　調査の方法と経過

　発掘調査は道路の拡幅部分についての実施である。

平松遺跡は１１年度に、塚園古墳群は翌１２年度に調査

を行った。平松遺跡は１区と２区に分かれ、１区は

幅約５m、長さ約６５mと狭長である。２区は幅約１

m、長さ約６mと極めて狭い範囲である。塚園古墳

群は幅約１０m、長さ約６０mで西に向かって先細りに

なっている。

　基準点は調査区内外に任意で設定し、グリッドは

５mごとに設定した。１区は長辺の東（図面右）

から順に Aから Nの記号を、短辺の北（図面上）

から順に１・２の数字をあてたが遺物の取り上げ等

では主に東西グリッドのみ記録した。２区について

は面積が狭かったため、特にグリッドを設けなかっ

た。塚園古墳群についても平松遺跡１区と同様に東

から順に AからMの記号を、北から順に１から３

の数字をあて、５m間隔でグリッドを設定した。

　調査区は畑地などに利用されており、表土（耕作

土）を重機で除去した後は人力で慎重に掘り下げを

行った。

　平松遺跡について、２区にかかった所要日数はの

べ５日程度であり、中心となる調査は１区で行った

ものである。１区では当初塚園古墳群に関係する古

墳時代の集落も予想していたが、その時代の住居跡

等の検出はなされなかった。次に地表から６０～

８０cm程度掘り下げた面で縄文時代後期の特徴を持

つ土器片を含む落ち込みを複数確認した。住居跡か

と思われたが土層観察の結果地形的な落ち込みであ

ると判断した。

　２月後半には古代のものと思われる道路状遺構を

検出し（Ⅳ層上面）、３月前半には縄文時代早期と

思われる集石群を検出した（Ⅵ層上面）。Ⅵ層の掘

削後、部分的にトレンチを設定し掘削したが、その

下位から遺構や遺物は確認されず、３月末に調査を

終了した。

　翌年度、継続して塚園古墳群の調査にかかった。

調査区は東西に長く途中で約１．５mほどの高低差が

あり西側が低くなっている。西側は重機で表土をは

いだ直後に確認調査時に報告のあった古墳の周溝が

確認できた。調査区東側は山林の縁辺部にあたり、

ほぼ２m間隔で植林がなされていたため重機を入

れることもできず、下部の遺構に対する損傷をでき

るだけ少なくするため全て人力で掘り下げを行って

いった。
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　調査区では初め円墳と思われていた径４m程度

の塚があったが、確認調査時に検出された周溝とは

別のものと思われた。５月後半に東側を掘り下げて

いった結果、塚に伴う周溝を確認した。塚について

は表土を取り除き土層を観察した結果、原形を全く

とどめていないことがわかった（第３章「調査の成

果」参照）。

　古墳時代の調査を終了した後は、一定の間隔でト

レンチを設定したり、部分的に掘り下げたりなどし

てそれ以前の遺構・遺物の確認を行った。西側調査

区では平松遺跡の調査で検出した集石に似た遺構を

１基検出した。ただし土器などの遺物は伴っていな

い。古墳時代以前の遺構・遺物としては集石のほか

に検出されず、６月末調査を終了した。

◎調査の組織
　　調査主体　　熊本県教育委員会

■発掘調査（平成１１年度・平松遺跡）

調査責任者　豊田貞二

　　　（首席教育審議員兼文化課長）

川上康治（課長補佐）

調査総括　　島津義昭（課長補佐）

江本　直

　　　（主幹兼文化財調査第２係長）

調査担当　　後藤貴美子（文化財保護主事）

矢野裕介（学芸員）

古閑敬士（嘱託）

■発掘調査（平成１２年度・塚園古墳群）

調査責任者　阪井大文（文化課長）

川上康治（課長補佐）

調査総括　　島津義昭（課長補佐）

江本　直

　　　（主幹兼文化財調査第２係長）

調査担当　　後藤貴美子（文化財保護主事）

下東嘉也（嘱託）

上高原聡（嘱託）

宮崎　拓（嘱託）

調査事務　　中村幸宏（主幹兼総務係長）

廣瀬泰之（参事）

杉村輝彦（主事）

■報告書作成（平成１３年度）

調査責任者　阪井大文（文化課長）

小田信也（課長補佐）

調査総括　　島津義昭（課長補佐）

木崎康弘（文化財調査第２係長）

調査担当　　後藤貴美子（文化財保護主事）

横山明代（嘱託）

乘富祐子（嘱託）

三宅由華（嘱託）

調査事務　　中村幸宏（主幹兼総務係長）

廣瀬泰之（参事）

杉村輝彦（主事）
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第Ⅱ章　遺跡の概要

第１節　地理的環境

　遺跡が所在する熊本県鹿本郡植木町は行政区画で

見ると北を鹿本郡鹿本町・同郡鹿央町、西を玉名郡

玉東町、南を熊本市、東を菊池郡泗水町・同郡西合

志町とそれぞれ接している。町の中央付近には九州

自動車道が貫通し、それと交わって国道３号線が通

る。南部には鹿児島本線がかかり、町全体が主要交

通路の通過点、または西北九州へ向かう道路の結節

点として交通の要所となっている。

　地形的に見ると、本遺跡は植木台地に立地する。

植木台地は阿蘇山麓から西方へ向かって形成され、

県内における洪積台地の典型である熊本（肥後）台

地の一角をなす。東は花房台地・合志台地と接し、

南は京町台地から熊本平野へとつながり、北方は菊

鹿盆地から山地へとつながり、西方は三の岳・国見

岳等の山地へと移行している。

　標高１００～６０mの台地には樹枝状に谷が入り込み、

植木町内においては南では鐙田川から井芹川さらに

白川へ、西では木葉川から菊池川へ、東から北にか

けては合志川から菊池川へとつながる支流が流れる

分水嶺となっている。町内を大まかに見ると西南部

は二百数十メートルの山々が点在する台地、北東部

は合志川の支流を中心に広がる沖積平野となってい

る。平松遺跡及び塚園古墳群は合志川の支流である

下岩野川と小野川に挟まれた丘陵西側の緩傾斜地に

立地する。周辺の標高は約９５mである。

　また、地質的にみると植木台地から京町台地にか

けては阿蘇山の火砕流堆積物からなる台地で、火山

灰土壌であるために水はけはよい。縁辺部には溶結

凝灰岩が露呈しているところもある。

　発掘調査の契機となった県道は遺跡の西方に通る

国道３号線から東方に向けのびている。平松遺跡は

台地上の平坦面であるが、北方は谷になっている。

東北東約２ kmのところには有泉の集落があり、湧

水池は現在も生活に利用されている。また東方約１

kmのところにも小野の泉水という湧水地があり、

小野小町に関する言い伝えが残る。

　近年、周辺の土地は熊本市近郊として住宅地など

になってきているものの、多くは畑地や水田として

利用されている。 
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第１節　地理的環境
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第　５　図　　　　　周　辺　主　要　遺　跡　分　布　図　　（１：５０，０００）
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第１表　　周辺主要遺跡地名表

備　　　　考指定種別時　代所 在 地遺　跡　名遺跡番号

箱式石棺群（軽石）、縄文土器、弥生土器、平安須恵器包蔵地古墳内　粕道粕道遺跡３８５－０１６

円墳、横穴式石室町古墳古墳今藤　向田げんば塚古墳３８５－０１９

横穴１５基、五輪塔横穴古墳今藤　向原向原横穴墓３８５－０２２

円墳（径約５３m）、船形石棺、土師器県古墳古墳米塚　井川平慈恩寺経塚古墳３８５－０２３

約４０基、須恵器、鉄鏃、金錯圭頭、馬具、耳環、勾玉町横穴古墳豊田　宗像加茂横穴群３８５－０３０

鉄鏃、横穴石室古墳古墳味取　観音平味取観音古墳３８５－０４７

古墳古墳平井　十別当高原十別当横穴群３８５－０５４

円墳古墳古墳古閑　穴田平高熊２号古墳３８５－０５５

前方後円墳、埴輪（形象・円筒）古墳古墳古閑　天神平高熊古墳３８５－０５６

住居跡、箱式石棺集落弥生～古代古閑　高熊高熊３８５－０５７

円墳３基古墳古墳亀甲　請の原請の原古墳群３８５－０５８

約３５基、装飾らしきものあり、鉄鏃、馬具、耳環、玉類町古墳古墳亀甲　請の原亀甲東横穴群３８５－０５９

縄文土器、土師器、須恵器包蔵地縄文・平安亀甲　上野原亀甲上野原３８５－０６０

古墳古墳亀甲　土林土林古墳３８５－０６３

古墳古墳亀甲　土林土林横穴群３８５－０６４

横穴石室古墳古墳富応　西原穴観音古墳３８５－０７４

縄文早期包蔵地縄文・平安富応　外土井外土井３８５－０７５

円墳、横穴石室、墳頂に石碑あり古墳古墳岩野　岩野山岩野山経塚古墳３８５－０８３

縄文後期、馬場小路、三重土塁包蔵地縄文・中世鞍掛　古閑前辻畑鞍掛辻畑３８５－０８７

４基古墳古墳鞍掛　園畑園畑横穴墓群３８５－０８８

組合箱式石棺埋葬古墳鞍掛　諏訪原諏訪原石棺３８５－０８９

鉄滓包蔵地縄文・古代・中世鞍掛　諏訪原諏訪原３８５－０９０

屋敷縄文～中世岩野　馬場岩野馬場３８５－０９２

２群、約３０基、鉄鏃、耳環、玉類、人骨古墳古墳岩野　永田山口横穴群３８５－０９８

甕棺群包蔵地縄文～中世有泉　小畑小畑３８５－１００

円墳、横穴石室（複室）、鉄鏃、耳環、玉類、人骨町古墳古墳小野　横山鬼のいわや古墳３８５－１０３

前方後円墳１基、円墳２基以上古墳古墳岩野　塚園塚園古墳群３８５－１０４

前方後円墳１基、円墳１１基古墳古墳石川　塚前石川山古墳群３８５－１０６

土師器壺包蔵地縄文・古代広住　石櫃石櫃３８５－１０８

前方後円墳、装飾古墳、馬具、鉄鏃、耳環、玉類古墳古墳有泉　中野横山古墳３８５－１０９

包蔵地縄文・古代・中世轟　辻畑轟辻畑３８５－１２３

２基古墳古墳滴水　ヲスギヲスギ横穴群３８５－１２９

縄文早期包蔵地縄文・古代・中世円台寺　生野原生野原３８５－１３０

縄文後期・弥生前期甕棺、抉人石斧包蔵地縄文・弥生・古代・中世円台寺　河原立河原立３８５－１３６

縄文後期の集落跡・墓地・銅鏡包蔵地縄文・弥生・古代・中世滴水　ヲスギほかヲスギ３８５－１３７

古墳古墳轟　轟轟横穴群３８５－１４０

円墳、内部不明古墳古墳滴水　大塚ノ元投刀塚古墳３８５－１４９

小円墳４基古墳古墳荻迫　四ツ塚四ツ塚古墳群３８５－１５５

円墳２基、横穴石室、石材露出町古墳古墳荻迫　荻原鬼のかま古墳３８５－１５７

円墳完形周溝、外堤があったが現在なし古墳古墳荻迫　荻原荻迫狐塚古墳３８５－１５８

包蔵地縄文～古代木留　北中原木留３８５－１６２

縄文早期、後晩期土器・石器、炉穴包蔵地縄文・平安木留　笹尾笹尾３８５－１６３

円墳径１３Ｍ、高さ１Ｍ、安山岩板石古墳古墳辺田野　向山向山古墳３８５－１６４

集落、縄文早期土器・石斧・石棒、合口大形甕棺包蔵地縄文・弥生・平安木留　笹尾笹尾山３８５－１６５

縄文後晩期土器包蔵地縄文辺田野　山海道山海道３８５－１６８

断面に竪穴住居跡（カマド付）集落跡弥生～中世広住　山後山後３８５－１７０

箱式石棺一基古墳古墳小野　居屋敷小野箱式石棺３８５－１７１

箱式石棺一基埋葬古墳岩野　相田原岩野箱式石棺３８５－１７２

縄文早期、後期土器、甕棺、支石墓包蔵地縄文・弥生・古代・中世富応　久保富応久保３８５－１７４

古墳古墳一木　中尾前中尾前横穴群３８５－１７９

「古墳貴人之墓」碑あり古墳古墳山本　崩平崩平横穴群３８５－１８０

古墳古墳味取　君ヶ塚経塚古墳３８５－１８２
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備　　　　考指定種別時　代所 在 地遺　跡　名遺跡番号

縄文早期押型文、後期包蔵地縄文～中世有泉　松ノ本高熊松ノ本３８５－３０１

縄文早期押型文包蔵地縄文～古代有泉　段畑中尾段畑３８５－３０４

縄文早期押型文包蔵地縄文・弥生・古代・中世岩野　平松市場平松３８５－３２０

土師器包蔵地古墳南田島　佐野田天神平４０６－００１

円墳、土師器古墳古墳南田島　北原長塚古墳４０６－００２

土師器、甑包蔵地古墳田島　薄井薄井４０６－００４

野辺田式土器、『日本書記』誌石の本拠包蔵地古墳上生　城敷城４０７－００２

古墳古墳上生　城敷城敷古墳４０７－０１１

包蔵地縄文～古代野々島　古閑・前田アミダメ４０７－０１２

包蔵地縄文～古代野々島　古閑円寿寺４０７－０１３

包蔵地縄文野々島　丸の内丸の内４０７－０５６

包蔵地縄文野々島（通称若原）木の原Ａ・Ｂ４０７－０６２

包蔵地縄文須屋　梨の木梨の木４０７－０６４

貝塚縄文万楽寺　乙笹尾万楽寺貝塚２０１－００９

剥片尖頭器（黒耀石）、土偶、縄文後晩期土器集落旧石器・縄文万楽寺　甲笹尾山海道２０１－０１０

住居跡、埋甕、土偶、磨製石斧、打製石斧、石刀包蔵地縄文太郎迫　大原など太郎迫２０１－０１３

古墳古墳北迫　筒井北迫筒井横穴群２０１－０１７

２基以上存在古墳古墳立福寺　今熊今熊横穴群２０１－０２０

川東縄文後晩期、庄弥生、板碑（大永３年銘）包蔵地縄文・弥生和泉　幡宮川東遺跡群２０１－０２１

横穴２基以上、１号（床面台形）２号（床面楕円形）古墳古墳和泉　崩平崩平横穴群２０１－０２３

３基古墳古墳改寄松尾原横穴群２０１－０３６

７基古墳古墳改寄城が下井上横穴群２０１－０３７

縄文後期土器、縄目圧痕土器など。西南戦争官軍墓地包蔵地縄文～中世小糸山　居屋敷小糸山遺跡群２０１－０３９

１０基以上古墳古墳明徳宮ノ前横穴群２０１－０４３

古墳古墳楠野　宮ノ下宮ノ下横穴群２０１－０４４

古墳古墳西梶尾　一宮畑一町畑古墳２０１－０４５

縄文後晩大集落、調査あり包蔵地縄文四方寄四方寄２０１－０４８

古墳古墳下硯川六反畑横穴群２０１－０４９

古墳古墳硯川一丁畑横穴群２０１－０５５

須恵器壺古墳古墳硯川　東屋敷豆尾横穴群２０１－０５８

古墳古墳硯川　黒井黒井横穴群２０１－０５９

坂下Ａ・Ｂ甕棺出土、坂下Ｂ窯跡あり包蔵地弥生・古墳硯川　北井川谷坂下遺跡群２０１－０６０

５基以上古墳古墳下硯川城下Ａ横穴群２０１－０６１

玄室プランが長方形古墳古墳下硯川城下Ｂ横穴群２０１－０６２

数基古墳古墳下硯川　狩衣狩衣横穴群２０１－０６３

古墳古墳四方寄　辻辻横穴群２０１－０６５

９基以上古墳古墳明徳　宮尾宮尾横穴群２０１－０７０

古墳古墳明徳　八幡谷八幡谷横穴群２０１－０７１

１０基以上古墳古墳大鳥居　射の馬場射の馬場横穴群２０１－０７２

古墳古墳梶尾　宮の本梶尾横穴群２０１－０７４

縄文後晩期土器、先端を失った銅戈工事中出土包蔵地縄文～古墳鶴羽田鶴羽田２０１－０７８

円墳古墳古墳鶴羽田　かぶと塚鶴羽田かぶと塚古墳２０１－０７９

古墳古墳鶴羽田　竹の下竹の下横穴群２０１－０８０

包蔵地縄文～弥生太郎迫万楽寺出口２０１－４０３

早期土器包蔵地縄文太郎迫春山２０１－４０４

円墳古墳古墳楠野町　宮下楠野かぶと塚古墳２０１－４０８

（旧遺跡名）立道道標古墳古墳大多尾　明徳横山古墳２０１－５３３

※周辺主要遺跡分布図及び周辺遺跡地名表については、平成１０年発行の「熊本県遺跡地図」（熊本県教育委員会）と同様の番号を付した。市
町村コードにあたる３桁の数字に対応する市町村は以下の通りである。

　　　　　３８５　植木町　　４０６　泗水町　　４０７　西合志町　　２０１　熊本市



第２節　歴史的環境

１　旧石器時代

　菊池川中流域及び支流域の旧石器時代の遺跡とし

ては玉名郡菊水町中原遺跡、山鹿市城・下原遺跡、

鹿本郡菊鹿町宮野遺跡など１０余例あるが、発掘調査

が実施された遺跡は城・下原遺跡、宮野遺跡などわ

ずかで、ほとんどは表採で確認された遺跡である。

植木町内では塔の本遺跡や田中原遺跡で発見例があ

る。田中原遺跡では黒耀石製の尖頭器や細石器が確

認されている。

２　縄文時代

　縄文時代は草創期、早期、前期、中期、後期、晩

期の６期に大別され、出土した土器の形式や層序等

を時期判断の材料としている。早期の遺跡は植木町

内だけでも１０を越える。笹尾遺跡では集石炉１基・

炉穴４基のほか条痕文土器が見つかっており、ヲス

ギ遺跡でも押型文土器が見つかっている。縄文時代

前期から中期にかけての遺跡は近辺では発見例が少

ない。後期以降になると荻迫遺跡、山海道遺跡、笹

尾遺跡、木留遺跡など、遺跡の発見例も多くなる。

豆疵遺跡では石棒が採集されている。晩期の遺跡と

しては色出遺跡、山海道遺跡などがある。

　今回の平松遺跡の調査では集石遺構１１基と押型文

土器を確認した。塚園古墳群でも集石遺構を１基検

出している。

３　弥生時代

　縄文時代から引き続き、弥生時代の集落も数多く

発見されている。前期・中期の遺跡としては白石遺

跡、尖り遺跡などが、後期の集落としては荻迫遺跡

やヲスギ遺跡などがある。ヲスギ遺跡では銅鏃や小

型�製鏡などが出土している。石川遺跡は弥生時代

末から古代にかけての大集落である。

　また白石遺跡では前期から中期にかけての甕棺４５

基が、塔の本遺跡では前期の甕棺を主体として土壙

墓、支石墓などが確認されている。

４　古墳時代

　平松遺跡と塚園古墳群の調査区は合志川の支流で

ある下岩野川と小野川に挟まれた丘陵西側の緩傾斜

地に立地しているが、合志川もまた菊池川の支流で

ある。菊池川流域は古墳の密集地帯で、銀象嵌銘太

刀が出土した菊水町江田船山古墳や、装飾古墳で知

られる山鹿市チブサン古墳など著名な古墳も多い。

合志川水系から京町台地に向かって地形的に落ち始

めるまでの一帯においても、多くの古墳が確認され

ている。概して台地及び小丘陵には円墳や前方後円

墳などの墳墓（群）が、凝灰岩が露呈する谷部や台

地の落ち際などには横穴（群）が残存している。塚

園古墳群が立地する丘陵には、塚園古墳群のほかに

も南原古墳（円墳）、池ノ上古墳（円墳）、鬼のいわ

や古墳（円墳・横穴式石室）、横山古墳（前方後円

墳・装飾古墳）などが立地している。小野川の対岸

には前方後円墳１基を有する石川山古墳群や石川遺

跡などがある。

　塚園古墳群について

　塚園古墳群ではこれまでに１号墳（前方後円墳）、

２号墳（円墳）、３号墳（円墳）が確認されていた。

１９７１年に実施された熊本県立第二高校考古学部及び

熊本県立玉名高校考古学部の測量によると、以下の

とおりである。

　１号墳（前方後円墳）

墳長約４０m　残存する後円径約１４m

高さ約４m　残存する前方部の幅約１３m

長さ約２３m　高さ約２．５m

くびれ部の幅約９m

後・前の比高差約１．５m

　２号墳（円墳）

南北２８m　東西３２m　高さ５．５m

　３号墳（円墳）

南北４．５m　東西３．５m　高さ１．７m

　なお、３号墳周辺では平成１０年に植木町教育委員

会により確認調査が行われ、周溝等が確認されてい

る。

　今回の調査では新たに２つの周溝が確認され、４

号墳、５号墳の名称を付した。
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第２節　歴史的環境



第Ⅱ章　遺跡の概要

５　古代

　古代、熊本県は肥後国と呼ばれ、大国として１３の

郡が置かれていた。そのうち合志郡の西部が８５９

（貞観元）年に分割されて山本郡となり１４郡になっ

た。植木町はこの山本郡にあたる。

　「延喜式」によると西海道（九州）では大宰府を

中心に放射状に道路がしかれ、肥後国には１６の駅が

置かれていたという。そのうちの一つ、高原駅が置

かれていた場所は諸説あり、現在の熊本市と植木町

の境、植木町植木、同舞尾等が考えられている。い

ずれにしろ周辺地域が交通の要所であったことは間

違いない。阿蘇経由で豊後へ向かう分岐点もこの辺

りであるらしい。塚園古墳群では周溝を利用した道

路が検出されたが、官道の推定ルート上ではなく、

生活道路と思われる。

第３節　遺跡の層位と包含層

　塚園古墳群は小丘陵であるが、立ち並ぶ杉等は近

年植林されたものである。当初の地形は現在の地形

より起伏にとんだものであったと想像されるが、平

坦面をより多く確保しようとした結果、平松遺跡、

塚園古墳群両遺跡とも地形の削平が顕著に見られた。

　土層は場所により微妙に異なるものの、基本的な

層序に差異は見られなかったため、共通の層序とし

て取り扱った。

Ⅰ層　　表土及び耕作土。

Ⅱ層　　客土。縄文時代から古代までの遺物が含ま

れる。

Ⅲ層　　黒色土。しまりは弱い。主に古代を中心と

した遺物を含む。調査区内では部分的にⅢ

層がないところもある。

Ⅳ層　　暗褐色土。しまり・粘性ともに弱い。縄文

時代早期・後晩期～古代の遺物を含む。こ

の層の上面で須恵器片を伴う道路状遺構を

検出した。

Ⅴ層　　黄褐色土。しまり・粘性ともにⅣ層よりも

やや強い。主に縄文時代早期・後晩期の遺

物を含む。

Ⅵ層　　黒褐色土。色調はⅤ層より黒みを帯び、粘

性も強まる。この層の上面で押型文土器を

伴う集石遺構を検出した。

Ⅶ層　　黒褐色土。しまり・粘性ともにⅥ層よりも

やや強い。上層でわずかに縄文土器を含む

がⅥ層の影響と思われる。基本的に遺物は

含まれない。

Ⅷ層　　黒褐色土。しまり・粘性ともにⅦ層よりも

強まる。遺物は含まない。
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第　６　図　　　　　土　層　模　式　図



　平松遺跡と塚園古墳群はそれぞれ中心となる時期

が異なるため、本章では第１節を平松遺跡、第２節

を塚園古墳群として調査の成果を報告する。

　なお、塚園古墳群から出土した須恵器等について

は中原幹彦氏（植木町教育委員会）の御教示を得た。

第１節　平松遺跡

調査の概要

　Ⅱ～Ⅲ層に縄文時代後晩期の遺物が多く含まれた

ことから、当初は縄文時代後晩期の住居跡の検出に

力を入れていた。しかし住居跡の形や掘り込みが

はっきりせず、出土する遺物も破片ばかりだった。

さらにその下の層から須恵器片が出土するなどした

ため、住居跡と見ていたものは地形的な落ち込みで

あると判断した。よって本遺跡で確認したのは縄文

時代早期の遺構・遺物と、古代の遺構・遺物、時期

不明のピット群及び縄文時代後晩期・弥生時代・古

代・中世の遺物である。報告は時期を判断し得る遺

物を伴った遺構を先に行い、そのあとに包含層出土

遺物を基本的には時期の古いほうから順に選んで並

べた。「１　縄文時代早期の遺構と遺物」の項では

集石と共伴して出土したものだけでなく、包含層か

ら出土した土器も含めて記載したが、掲載土器の大

部分は集石が検出されたのと同じⅥ層上面で出土し

たものである。

　なお、塚園古墳群と同時期の生活環境（古墳群に

伴う集落や生産遺跡等）が復元できれば、と思って

いたが、上記の通り縄文時代早期より後の時代につ

いては大きく削平をうけており、古墳時代の遺構等

は確認できなかった。

１　縄文時代早期の遺構と遺物

　（１）　遺構について（第７～１１図）

　基本土層のⅣ層あたりからこぶし大の礫が検出さ

れ始めた。Ⅴ層を除去すると、Ⅵ層上面で部分的に

礫が集中する箇所が確認された。集中しているのは

調査区の西側から中央にかけてと、東側の一帯であ

る。集石と判断し図化したのは１１基で、すべて西側

から中央にかけての範囲で検出されたものである。

しかし、その中であきらかに集石遺構であると認識

できるものは数基しかない。礫群の中でも特に礫が

集中していたり、受熱の痕跡が認められる礫が混在

していたりした箇所についても遺構番号を付し、集

石として扱った。また規模などのデータは一覧表に

まとめた。調査時にはすべての遺構に通し番号を付

したが、整理段階で１号集石から１１号集石まで名称

を変更している。

　１号集石は、条痕土器（第１９図３３）を伴う集石で

ある。２号集石は唯一掘り込みを持つ集石である。

土坑の側面を覆うかのように礫が集中するが、中央

部は空隙がある。受熱痕のある礫も多いが、めだっ

た焼土や炭化物は見られない。３号・４号・６号・

８号・１０号集石は、単に礫の集中箇所を図化したも

のである。５号集石は人為的に礫を寄せ集めた形跡

のある集石である。押形文土器を伴い、７号集石で

出土した土器と接合される（第１６図１）。９号・１１

号集石も同様に押形文土器を共伴する集石である。

　全体的に砂岩系・結晶片岩の礫が混在するもので

あったが、いずれも近隣で採取できる礫である。

　（２）　遺物について（第１６～１９図）

　縄文時代早期の遺物として、押形文土器を文様別

に楕円文土器、山形文土器、撚糸文土器、格子目文

土器、条痕土器の５つに分類した。これらは集石が

検出されたⅥ層上面で出土したものがほとんどであ

るが、Ⅳ・Ⅴ層で出土した土器も一部含めている。

また、条痕土器についてはバリエーションを提示す

る目的で異なる時期と思われるものも含めている。

　楕円文土器

　１は深鉢である。５号・７号集石に伴い、その周

辺に分布する。外面の施文方向は横位・斜位で、内
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第Ⅲ章　調査の成果

第１節　平松遺跡



第Ⅲ章　調査の成果

― 13 ～ 14 ―

第　７　図　　　　　平　松　遺　跡　集　石　配　置　及　び　遺　物　分　布　図
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第１節　平松遺跡

Ｐ 13-14 おりこみ
第７図
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第　８　図　　　　　平　松　遺　跡　１号・２号　集　石　実　測　図
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第１節　平松遺跡

第　９　図　　　　　平　松　遺　跡　３号・４号・５号　集　石　実　測　図



第Ⅲ章　調査の成果
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第　１０　図　　　　　平　松　遺　跡　６号・７号・８号・９号　集　石　実　測　図
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第１節　平松遺跡

第２表　平松遺跡集石遺構一覧表

備考掘り込み埋土
掘込

（長径×短径×深さ）
土器数焼石数レキ数長径×短径旧番号

－－２０１１０．６４×０．５６S０３５１号集石

炭微量暗褐色土１０．４×９．６×３．４３３２１８１１２．１×９．６S０３３２号集石

－－０１１６０．７４×０．６３S０３６３号集石

－－０２１６０．７２×０．４７S０３４４号集石

－－９０５８１．０１×０．４８S０３２５号集石

－－００１２０．５９×０．４６S０３１６号集石

－－４０１５０．８０×０．３９S０３０７号集石

－－００２５０．７６×０．５１S０３７８号集石

－－３２２２１．５１×０．７４S０３８９号集石

－－００１３０．５９×０．２９S０３９１０号集石

－－１０１１０．４８×０．３３S０４０１１号集石

第　１１　図　　　　　平　松　遺　跡　１０号・１１号　集　石　実　測　図
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第１節　平松遺跡
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第　１６　図　　　　　平　松　遺　跡　出　土　遺　物　実　測　図　（１）
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第１節　平松遺跡

第　１７　図　　　　　平　松　遺　跡　出　土　遺　物　実　測　図　（２）
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第　１８　図　　　　　平　松　遺　跡　出　土　遺　物　実　測　図　（３）



面は口縁部にのみ横方向に施文される。短い原体条

痕がわずかに観察できる。単位幅は３．２cmである。

２～８は口縁部片である。２は緻密な楕円文で斜方

向に施文され、単位幅は４．４cmである。３～５は粗

大な楕円文である。口縁部内面に横位施文が施され

る。６～８は口縁部内面に横位施文のち短い原体条

痕が施される。９～１６は胴部片である。９は緻密な

楕円文で斜方向に施文され、単位幅は５cmである。

１０は粗大な楕円文で横方向に施文される。１１は緻密

な楕円文で斜方向に施文され、単位幅は３．６cmであ

る。１５は粗大な楕円文で斜方向に施文され、単位幅

は５．５cmである。１６は粗大な楕円文で斜方向に施文

される。磨滅が激しく単位は不明である。

　山形文土器

　１７は深鉢である。上半部は縦位の山形文、下半部

は斜位の撚糸文が施される。口縁部内面に横位の山

形文が施される。１８は緻密な山形文である。口縁部

内面に横位の施文のち短い原体条痕が施される。

１９・２０は胴部片である。

　撚糸文土器

　２１は斜位の撚糸文で、口縁部は丁寧なナデ調整が

施された後、端部に撚糸文が施される。２２～２５は胴

部片で、２５は斜位の施文ののち、縦方向にナデ消さ

れる。

　格子目文土器

　２６～２８は口縁部片である。２６は外面に格子目文、

内面に比較的長い原体条痕が施される。２６・２７の施

文はポジティブな格子目文、２８・２９の施文はネガ

ティブな格子目文である。

　条痕土器

　条痕土器については、バリエーションを提示する

目的で、Ⅳ層からⅥ層上面にかけての土器を図化し

た。３０は１号集石に伴って出土した土器である。横

方向及び縦方向にランダムに沈線が入る。３１・３２は

Ⅵ層上面で出土した土器である。３１は２本の沈線が

組みになり、斜方向に交差して施文される。３２は斜

方向の施文のち部分的にナデ消される。３３は横位、

３４は縦位に施文される土器で、ともにⅤ層で出土し

ている。３５・３６はⅣ～Ⅴ層で出土した土器で、とも

に６本の条痕で構成される。３５は縦方向の施文のの

ち、横方向の施文が施される。３６はランダムに斜位

の条痕が施される。３７は口縁部に斜位の条痕を施し、
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第１節　平松遺跡

第　１９　図　　　　　平　松　遺　跡　出　土　遺　物　実　測　図　（４）
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第１節　平松遺跡

第　２１　図　　　　　平　松　遺　跡　道　路　状　遺　構　・　出　土　遺　物　実　測　図
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下部は横方向にナデ消される。上部と下部とでは異

なる条痕を持つ。Ⅳ層出土である。

２　古代の遺構と遺物

　（１）　遺構について（第２０図）

　古代の遺構として、道路状遺構を検出した。硬化

面上で須恵器の胴部片が出土したので古代と判断し

たが、詳細な時期は不明である。遺構は一部わだち

状を呈しているが、削平の影響か切れ切れになって

おり、連続性はない。

　道路は現在の道路とほぼ平行で直線に伸び、東の

先は塚園古墳群のほうへ向かっている。後述するが、

塚園古墳群の調査でも道路状遺構が検出されており、

同じ遺構である可能性もあるが検出された様相が異

なるので断定はできない。

　（２）　遺物について（第２１図）

　３８は須恵器蓋である。外面は回転ヘラケズリ、内

面は丁寧なナデが施される。外面には部分的に自然

釉がかかる。硬化面直下で出土した。３９は須恵器甕

である。胴部は２、３枚張り合わせてあり、外面は

格子目タタキのち部分的にナデ消される。硬化面直

上で出土したものと硬化面中で出土したものが接合

している。

３　その他の遺構と遺物

　（１）　遺構について（第２２図）

　調査区東側を中心にピットを検出した。樹根と判

断したものは省いて図化したが含まれている可能性

もある。建物跡等の検出については、調査区が狭長

ということもあり、全体を把握するに至らなかった。

　（２）　遺物について（第２３～２７図）

　包含層から出土した遺物を材質別、おおまかな時

代別に選出した。

　４０～４７は石鏃である。すべて抉りの入ったもので

石材は黒耀石のものと安山岩のものとがある。４０は

Ⅵ層上面、４１～４７はⅣ層からⅤ層にかけての出土で

ある。４８は安山岩製のスクレイパーである。４９はⅥ

層上面から出土した安山岩製の扁平打製石斧で、盤

状の礫に弧状の刃部を作り出す。風化が激しいため

上部が欠損しているのかどうかは不明である。５０は
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第１節　平松遺跡

第　２３　図　　　　　平　松　遺　跡　出　土　遺　物　実　測　図　（５）



第Ⅲ章　調査の成果
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第　２４　図　　　　　平　松　遺　跡　出　土　遺　物　実　測　図　（６）
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第１節　平松遺跡

第　２５　図　　　　　平　松　遺　跡　出　土　遺　物　実　測　図　（７）



第Ⅲ章　調査の成果

緑色片岩製の打製土掘具である。５１は結晶片岩製の

磨製土掘具である。刃部周辺のみ研磨を施す。５２は

安山岩製の蛤刃型磨製石斧である。全面を丁寧に研

磨されており、刃部に刃こぼれがある。５３は雲母や

角閃石などを含む自然石を利用した叩石と見られる

が、風化が激しく使用痕は観察できない。製品でな

く単なる礫の可能性もある。第２３図及び第２４図にお

いては、Ⅵ層上面で出土したのは４０・４９のみで、後

の製品はⅣ層及びⅤ層から出土した。

　５４～９９は縄文時代後晩期の土器である。５４～５７は

波状口縁の一部で、縄文が施された後沈線が施され、

半截竹管による刺突文が２～４個のまとまりで押捺

される。突起部はリボン状を呈する。５９、６１はより

簡略化した竹管文が施され、５８は４個、６３は２個、

６４は３個１セットの刺突文が施される。６７は口縁部

外面に粗雑な２条の沈線が施される。６９は全体に横

方向のミガキが施される。７０は外面屈曲部に沈線が

施される。７１は口縁部の外面に、７２は内面に沈線が

施される。７３の外面は斜方向にミガキが施される。

７４の内外面は条痕文で施文される。７５・７６は内外面

が条痕で施文され、スリップ痕を持つ。７８～８１は磨

り消し縄文に刺突文を伴う。８２～８４は粗いナデ調整

が施され、８４の口縁部外面には横方向の粗雑な条痕

が施される。８５～９０は突帯文土器である。８９は胴部

であるがそのほかは口縁部直下に刻み目突帯を持つ。

９１～９９は底部である。９４の外面には組織痕が残る。

　１００～１０３は弥生土器である。すべて甕の口縁部で、

１００と１０２は口縁直下に突帯を持つ。１００の口縁部上

面には赤色顔料が、１０１の口縁端部外面には少量の

ススが付着する。

　１０４～１０６は須恵器である。１０４の口縁端部は一部

を残して欠損する。１０６は軟質の須恵器である。全

体的にやや赤みを帯びた発色で、外面下半部は横方

向のケズリ調整が施される。１０７～１１６は土師器であ

る。１０７は蓋で、内外面に横方向の細かなミガキ調

整が施される。１０８～１１４は坏である。１０８はヘラ切
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第　２６　図　　　　　平　松　遺　跡　出　土　遺　物　実　測　図　（８）



りはなしの底部で、内外面に赤色顔料が確認できる。

１０９は焼成がやや甘く、器形にゆがみが生じている。

内外面には部分的に赤色顔料が確認できるが不明瞭

である。１１０～１１２は口縁部、１１３・１１４は底部である。

１１２～１１４の内外面には赤色顔料が塗布される。１１５

は甕の口縁部で、外面は縦方向のハケメ、内面は縦

方向のケズリ調整が施される。１１６は糸切りはなし

の小皿である。１１７は青磁である。色調は灰色が

かったオリーブ色で、見込みには櫛状工具を用いた

文様が施される。
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第１節　平松遺跡

第　２７　図　　　　　平　松　遺　跡　出　土　遺　物　実　測　図　（９）



第Ⅲ章　調査の成果

第２節　塚園古墳群

調査の概要

　塚園古墳群ではこれまでに前方後円墳１基、円墳

２基以上が確認されていたが、今回の調査で新たに

２基の円墳が見つかった。本調査区は古墳群の中で

も東端にあたる。

　本調査区は道路の拡幅部分であるため東西方向に

狭長で、且つ東側と中央部から西部にかけてでは様

相に違いがあった。東側は南方から北方にかけて緩

く傾斜する小丘陵の縁にあたる平坦面で、植林の伐

採された跡の切り株が２ｍ間隔で並んでいた。そこ

からほぼ２ｍの落差があり、中央部から西部にかけ

てはまた平坦面があり、先細りになりながら続く。

　調査区東側には地元の方が「馬塚と呼んでいた」

と言われる径３～４ｍの塚があり、当初はこれが墳

丘部ではないかという認識で調査を進めていった。

しかし、調査の結果、墳丘部もその周囲もともに削

平されていることがわかった。墳丘部と認識してい

た塚は、トレンチを入れ、表土を剥いでみたところ、

上部にわずかながら石棺を設置した痕跡が認められ

る程度で、現存する塚の大部分は自然堆積層であっ

た。塚が古来より信仰の対象であったのかどうかは

不明であるが、周辺の平坦面を広げるときに塚の部

分だけを残し周りを削ったように思われる。

　調査区中央部では確認調査時に周溝が確認され�

も出土していたため、全体の残存状況の把握が課題

であった。調査の結果、溝の上部は大きく削平を受

けており、墳丘も同様に消失していることがわかっ

た。陸橋部らしい箇所も見られたが、陸橋部なのか

削平による自然消滅であるのか判断できなかった。

　古墳（周溝）以外の遺構としては、集石、ピット、

土坑、道路状遺構がある。時期の特定がなされるも

のは少ない。集石以外の遺構の検出面は、中央部で

検出された周溝とほぼ同じである。
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第　２８　図　　　　　塚　園　古　墳　群　古　墳　配　置　図
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第２節　塚園古墳群
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第２節　塚園古墳群

第　３１　図　　　　　塚　園　古　墳　群　４　号　墳　実　測　図



第Ⅲ章　調査の成果
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第２節　塚園古墳群
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第Ⅲ章　調査の成果

　周溝の下層で確認された遺構は集石１基のみであ

る。そのほかに遺構・遺物が見られないことを確認

して調査を終了した。

１　古墳時代の遺構と遺物

　（１）　４号墳（第３２～３５図）

　調査時には塚部分にＳ００３、周溝にＳ００９・Ｓ０１０

という通し番号を付けていたが、整理段階で既存の

古墳群との兼ね合いから「４号墳」に名称を変更し

た。

　堆積土からは大小さまざまな礫が出土し、全体的

には上部に結晶片岩礫、下部に凝灰岩礫が集中して

いる箇所が見られた。結晶片岩はこぶし大の大きさ

である。凝灰岩礫は結晶片岩よりも小さい礫の集合

で、礫の中には赤色顔料が付着したものや石棺の部

位と思われるものも含まれていた。

　結晶片岩・凝灰岩礫を除去すると、古墳の主体部

と思われる長方形のプランが検出されたが、床面の

み確認できる程度であった。わずかに残っていた主

体部の状況は次のとおりである。

　石棺が据えてあったと思われる箇所は長軸南北方

向で１６０cm以上、短軸７０～８０cm。石棺を抜き取っ

た跡とみられる箇所の幅は約２０cm。主体部の外側

にあたる南半分は何度も土を層状に突き固めた様子

がうかがえる。その土中には微細な炭化物も混じる。

それより下は基本層序Ⅲ層以下の自然堆積層となっ

ている。

　４号墳では墳丘の一部のほか、周溝の一部と陸橋

部を検出した。前述のとおり上部が削平されている

ため、正確な規模は不明であるが、検出面における

古墳の規模は直径約１５ｍ、周溝を含めると直径約

１８．５ｍを測る。陸橋部の幅はおよそ２ｍ３０cm、周

溝の幅は１ｍ３０cm～１ｍ８０cm、深さはおよそ

８０cmである。検出した周溝の埋土は西側から、も

しくは溝の両側から土砂が流れ込む自然堆積である。

　１１８は須恵器無蓋高坏である。坏部は塚部分の盛

土中から、脚部は周溝内に流れ込んだ状態で出土し

た。坏はやや丸みを帯びた口縁部を持ち、口縁部と

体部の境には鋭い端部を持った２条の突帯を有する。

突帯下に波状文がめぐり、下半部は横方向のヘラケ

ズリである。脚部は一段透かしで、透かしには面取

りが施される。破片で出土しているが、おそらく３

方に透かしを持つものと思われる。１１９は周溝の上

層から出土した土師器短頸壺である。橙色を呈し、

外面の上半部にはハケ目が、下半部には横方向のケ

ズリ調整が施される。調整は全体的に丁寧である。

１２０は須恵器の甕胴部片である。外面は平行タタキ

が施され、内面は同心円の当て具痕がある。１２１は

周溝の上層から出土した土師器坏身で、底部には黒

斑がある。内外面に赤色顔料が施される。

　（２）　５号墳（第３５～３７図）

　５号墳も４号墳と同様、調査時には周溝にＳ００４

という通し番号を付けていたが、整理段階で５号墳

に名称を変更した。

　周溝は調査区内の段落ちがある西側から東側の上

段部にかけて確認することができ、段落ちのところ

で周溝の断面を観察することができる。断面で見ら

れる溝の底面が西側の検出面より高いことから、築

造時は緩斜面であったと推察される。後で述べるが

東側の周溝は後世、道路として使用された形跡があ

る。

　大きく削平を受けているため復元を行うにはやや

難があるが、残存する周溝から類推すると古墳の規

模は直径約１５ｍ、周溝を含むと直径約１９ｍを測ると

思われる。検出面での周溝の幅はおよそ１ｍ２０cm、

深さは２０～３０cmである。周溝内の堆積土は現存す

る限りではほぼ１層である。周溝からは土師器坏や

凝灰岩片などが出土した。

　１２２は土師器坏である。丸底で内外面に丁寧なナ

デが施されるが、外面は全体的に磨滅している。

１２３は確認調査時に周溝から出土した�である。頸

部は故意に打ち欠かれたと思われ、出土していない。

体部のほぼ最大径の位置に穿孔される。外面の上半

部は横方向のカキ目調整、下半部は横方向のケズリ

調整が施される。肩部内面にはしぼり痕に加え指で

なでた形跡があり、底部内面にも指頭圧痕がある。

底部外面は焼成不良のためか一部剥落する。底部は

粘土板作り、胴部は輪積み製法による。

　その他、段落ち部の断面を削っていた際に客土中
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からガラス玉が１点出土した。同じく客土中から黒

耀石製の鏃などが出土しているが図化していない。

塚園古墳群の発掘調査では全体的に出土遺物は少な

く、調査終了時の出土遺物コンテナ数も１箱にとど

まる程度であった。

２　その他の遺構

　（１）　集石（第３８図）

　調査区西側に位置する。Ⅵ層上面で検出した。平

面形態は１．１２ｍ×１．０７ｍの不整形で、掘り込みはな

い。礫はこぶし大で４２個、うち受熱の痕跡があるも

のが３９個ある。結晶片岩と凝灰岩がほぼ９：１の割

合で混在する。遺物は伴っていないが、層的に見て

おそらく隣接する平松遺跡で検出された、押形文土

器を伴った集石と同時期と思われる。ただし、平松

遺跡の礫が面的に広がりがあったのに対して、塚園

古墳群で検出された集石は１基のみである。平松遺

跡から続くものなのか別の集石グループであるのか

は不明だが、集石遺構の広がりを検討する上で意義

のあるものである。

　（２）　ピット群（第３１図）

集石遺構の検出面と前後する層で、３７基のピット群

を検出した。ピット群には柱跡のほか土坑も含む。

樹根については、明らかに樹根であると認識したも

ののみ除外した。ピットの直径は２０～３０cm前後、

深さは１０～３０cm前後である。埋土は大きく３種類
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第２節　塚園古墳群

第　３４　図　　　　　塚　園　古　墳　群　出　土　遺　物　実　測　図
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第２節　塚園古墳群

第　３６　図　　　　　塚　園　古　墳　群　集　石　実　測　図

第　３７　図　　　　　塚　園　古　墳　群　土　坑　実　測　図
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に分けられるがピットの規模の大小には無関係で

あった。集石遺構と前後する層での検出であるので

その時期以降の所産ではあるが、直上の層が削平さ

れており遺物も出土していないため、明確な時期は

不明である。ピット群については遺構配置図にのみ

記載した。

　（３）　土坑（第３９図）

　調査区西端に位置する。平面は３．４４ｍ×１．２６ｍの

楕円形で、検出面からの深さは約３０cmである。中

央に直径約４０cm×深さ約７ cmの浅い掘り込みが

ある。遺構の埋土には土師器片が少量含まれる。遺

構の南側に２つのピットがあるが、伴うものかどう

か不明である。ピットの法量はそれぞれ直径約

３０cm×深さ約４０cm、直径約２６cm×深さ約４８cmで

ある。

　（４）　道路状遺構（第４０・４１図）

　道路状遺構は３箇所で検出したが、形態はそれぞ

れ異なる。３箇所を西から順にそれぞれＡ、Ｂ、Ｃ

として状況を述べる。

　Ａは調査区の西側に位置する。幅約２ｍで、西側

は現道に切られ、東側は調査区外にかかる。方向は

平松遺跡で検出した道路状遺構とほぼ一致する。検

出面は（３）の不明遺構と同じである。上面で須恵

器片が数点出土している。

　Ｂは調査区のほぼ中央に位置する。がっちりとし

た硬化面が形成される遺構である。砂等の補修はな

い。幅は約５０cmで浅くくぼんでおり、５号墳の周

溝を切る。周溝が埋没した後に形成されたものであ

る。方向はＣとほぼ一致するが硬化面の形成のされ

方が異なる。Ａと同時期のものかどうかは不明であ

る。遺構は部分的にしか検出されず、客土を除去し

た後に検出されたことからも、大部分は削られて、

当時の道の低い部分のみ残存していると思われる。

　Ｃは調査区の東側に位置する。４号墳の周溝を一

部利用した道路である。ちょうど塚園古墳群の山裾

に沿っているように見える。段落ちの断面で周溝と

の重複関係を観察すると ､道路は周溝が埋没した後

に、自然に残っていたくぼみを利用し、改めて整備

されたようである。検出面での上部の幅は約２ｍ、

底辺での幅は約１ｍである。

　断面では５ cmほどの厚みの硬化面と、突き固め

られた砂とが交互に堆積していた。断面と整合させ
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第２節　塚園古墳群

第　３９　図　　　　　塚　園　古　墳　群　道　路　状　遺　構　断　面　図
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ながら掘り下げていったが、断面で確認した硬化面

は非連続的なものであった。北側が高く南側に向

かって傾斜しており、北側ではローム層まで掘り込

まれ、ロームが硬化していた。南側では順次補修が

行われたのか、もしくは水抜きの用に供するためか、

道の中央に約５０cmの幅で粗砂が固く堆積していた。

道路は、砂の上面で第１面、砂を除去した後の厚み

のある硬化面の上面で第２面を数える。硬化した土

には微細な土師器片が混じっていたが、図化に耐え

得るものではなかった。

― 45 ―



― 46 ―

第
３
表
　
平
松
遺
跡
土
器
観
察
表

備
　
　
　
　
　
考

色
　
　
　
調

胎
　
　
　
土

調
　
　
　
　
　
整

法
量
（
cm
）

器
種

層
　
位

グ
リ
ッ
ド

N
o．

内
　
面

外
　
面

内
　
　
　
面

外
　
　
　
面

残
存
高

器
高

底
径

口
径

５
号
，７
号
集
石
に
伴
う

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
２

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

原
体
条
痕
＋
楕
円
文

横
方
向
の
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

楕
円
文

底
）
楕
円
文
後
ナ
デ

－
２０
．８

（
３
．２
）

（
２５
．４
）

深
鉢

Ⅵ
層
上
面

M
，
J

１

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
輝
石

灰
色
粒
・
褐
色
粒

楕
円
文
（
口
縁
直
下
）
ナ
デ

楕
円
文

７
．６

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

I
２

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

楕
円
文
（
口
縁
直
下
）
横
ナ
デ

楕
円
文

４
．８

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

C
３

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
褐

７
．５
Y
R５
／
３

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
輝
石

雲
母

楕
円
文
（
口
縁
直
下
）

ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

楕
円
文
・
指
頭
圧
痕

６
．０

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
下
層

B
４

波
状
口
縁
か
？

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

丁
寧
な
横
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

楕
円
文

８
．２

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
下
層

B
５

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
３

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

原
体
条
痕
＋
楕
円
文

ナ
デ
・
横
ナ
デ

楕
円
文

１３
．５

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

B
６

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
黒
耀
石

赤
褐
色
粒

原
体
条
痕
＋
楕
円
文

楕
円
文
　

３
．６

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

D
７

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

原
体
条
痕
＋
楕
円
文

楕
円
文
　
　

２
．３

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層

B
８

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

橙
７
．５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

丁
寧
な
ナ
デ

楕
円
文

１１
．６

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

I
９

に
ぶ
い
褐

７
．５
Y
R５
／
４

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母

丁
寧
な
ナ
デ

楕
円
文

１１
．５

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

I
１０

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ナ
デ

楕
円
文

１２
．２

－
－

－
深
鉢

Ⅱ
、
Ⅳ
、
Ⅴ
層

Ⅵ
層
上
面

J，
I

１１

橙
５
Y
R６
／
６

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

丁
寧
な
ナ
デ

楕
円
文
・
ナ
デ

４
．９

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

I
１２

灰
褐

７
．５
Y
R４
／
２

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
雲
母

ナ
デ

楕
円
文
・
一
部
ナ
デ

４
．５

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

C
１３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

橙
７
．５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
黒
耀
石

赤
褐
色
粒

ナ
デ

楕
円
文
・
一
部
ナ
デ

６
．２

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

D
１４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

５
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

楕
円
文

２０
．０

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

B
，
C

１５

比
較
的
粗
い
調
整

灰
褐

７
．５
Y
R４
／
２

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

丁
寧
な
ナ
デ

楕
円
文
後
部
分
的
に
ナ
デ

１７
．７
５

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
～
Ⅴ
層

Ⅵ
層
上
面

H
，
I

１６

橙
５
Y
R６
／
６

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒
・
黒
色
粒
・
灰
色
粒

山
形
文
・
丁
寧
な
ナ
デ

指
頭
圧
痕

山
形
文
＋
撚
糸
文

２２
．８

－
－

３１
．２

深
鉢

Ⅵ
層
上
面

G
１７

非
常
に
丁
寧
な
調
整

褐
灰

１０
Y
R４
／
１

灰
黄
褐

１０
Y
R４
／
２

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

山
形
文
＋
原
体
条
痕
（
口
縁
直

下
）

山
形
文

４
．５

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層

I，
J

１８

に
ぶ
い
褐

７
．５
Y
R５
／
４

橙
７
．５
Y
R７
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母
　

輝
石

ナ
デ

山
形
文

６
．９

－
－

－
深
鉢
？

Ⅳ
～
Ⅴ
層
上
面

M
１９

明
黄
褐

１０
Y
R６
／
６

橙
７
．５
Y
R７
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母
　

輝
石

ナ
デ

山
形
文

６
．０

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

I
２０

口
縁
部
多
少
ゆ
が
み
あ
り

橙
５
Y
R６
／
６

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

輝
石

丁
寧
な
ナ
デ

撚
糸
文

５
．８

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
～
Ⅴ
層

Ⅴ
層
、
Ⅴ
層
上
面

I，
J

２１

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

撚
糸
文
・
ナ
デ

６
．９

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

Ⅳ
層
～
Ⅴ
層

J，
K

２２

に
ぶ
い
褐

７
．５
Y
R６
／
３

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

丁
寧
な
ナ
デ

不
定
方
向
の
撚
糸
文
・
ナ
デ

６
．１

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
～
Ⅴ
層
上
面

M
２３

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

橙
７
．５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

赤
褐
色
粒

ナ
デ

撚
糸
文
・
ナ
デ

５
．１

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

M
２４
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備
　
　
　
　
　
考

色
　
　
　
調

胎
　
　
　
土

調
　
　
　
　
　
整

法
量
（
cm
）

器
種

層
　
位

グ
リ
ッ
ド

N
o．

内
　
面

外
　
面

内
　
　
　
面

外
　
　
　
面

残
存
高

器
高

底
径

口
径

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

橙
７
．５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

丁
寧
な
ナ
デ

撚
糸
文
後
縦
ナ
デ

４
．７

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

M
２５

に
ぶ
い
黄
褐

１０
Y
R５
／
３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

原
体
条
痕

格
子
目
文

４
．８

－
－

－
深
鉢

不
明

H
，
G

２６

に
ぶ
い
黄
褐

１０
Y
R５
／
３

に
ぶ
い
黄
褐

１０
Y
R５
／
３

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

原
体
条
痕

格
子
目
文

２
．７

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

G
２７

橙
５
Y
R６
／
６

灰
褐

５
Y
R４
／
２

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

格
子
目
文
（
口
縁
直
下
）

ナ
デ

格
子
目
文
後
一
部
ナ
デ

２
．４

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
～
Ⅴ
層
上
面

M
２８

橙
７
．５
Y
R６
／
６

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

ナ
デ

格
子
目
文
後
一
部
ナ
デ

３
．４

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

M
２９

１
号
集
石
に
伴
う

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
黒
耀
石

ナ
デ

沈
線
・
ナ
デ

６
．４
５

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

I
３０

に
ぶ
い
褐

７
．５
Y
R５
／
４

に
ぶ
い
褐

７
．５
Y
R５
／
３

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

灰
色
粒

丁
寧
な
ナ
デ

斜
位
の
沈
線

４
．４

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

I
３１

橙
７
．５
Y
R６
／
６

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ナ
デ

条
痕
文
後
ナ
デ

６
．８

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

J
３２

に
ぶ
い
褐

７
．５
Y
R５
／
３

に
ぶ
い
褐

７
．５
Y
R５
／
３

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

ナ
デ

横
位
の
条
痕
文
・
一
部
磨
滅

６
．８

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

I
３３

橙
７
．５
Y
R６
／
６

浅
黄
橙

１０
Y
R８
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

白
色
粒

貝
殻
条
痕
・
ナ
デ

縦
位
の
条
痕
文
・
ナ
デ

７
．０

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

G
３４

に
ぶ
い
黄

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
黄

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

輝
石
・
黒
色
粒
・
灰
色
粒

ナ
デ
・
ス
リ
ッ
プ

縦
位
の
条
痕
文
後
横
位
の
条
痕
文

８
．２

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

H
３５

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

輝
石

ナ
デ
・
ス
リ
ッ
プ

斜
位
の
条
痕
文

９
．１

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

E
３６

内
外
面
の
大
部
分
に
黒
斑
が
あ
る
。

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
輝
石

横
方
向
の
条
痕
文
後
ナ
デ

目
の
粗
い
条
痕
文
（
胴
部
上
部
）

目
の
細
い
条
痕
文
後
ナ
デ
（
胴
部
下
部
）

５
．９

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

G
３７

外
面
に
は
部
分
的
に
自
然
釉
が
か
か
っ
て
い
る
。

に
ぶ
い
褐

７
．５
Y
R５
／
３

灰
５
Y５
／
１

長
石
・
白
色
粒

丁
寧
な
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

２
．２

－
－

－
須
恵
器
蓋

Ⅲ
～
Ⅳ
層

D
３８

暗
灰
黄

２
．５
Y５
／
２

黄
灰

２
．５
Y５
／
１

密
タ
タ
キ
後
ナ
デ

格
子
目
文
・
タ
タ
キ
後
ナ
デ

６
．４

－
－

－
須
恵
器
甕

Ⅲ
～
Ⅳ
層

I
３９

波
状
口
縁

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
３

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母

ミ
ガ
キ

磨
消
縄
文
・３
条
の
沈
線
・２
個
セ
ッ
ト
の
半
截
竹

管
文
・
波
状
頂
部
V
字
切
込
み
・
ミ
ガ
キ
　
　
　

２
．９

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

E
５４

波
状
口
縁

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

ミ
ガ
キ

磨
消
縄
文
・
３
条
の
沈
線
・
３
個
セ
ッ
ト
の
半
截

竹
管
文
・
波
状
頂
部
に
２
個
の
押
点
文
（
V
字
切

込
み
）・
ミ
ガ
キ

４
．３

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層
上
面

H
，
I
？

５５

波
状
口
縁

橙
５
Y
R６
／
６

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

ミ
ガ
キ

磨
消
縄
文
・
３
条
の
沈
線
・
２
個
セ
ッ
ト
の
半
截

竹
管
文
・
２
個
セ
ッ
ト
の
刺
突
文
・
ミ
ガ
キ

３
．７

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

E
５６

波
状
口
縁

橙
５
Y
R６
／
６

橙
７
．５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

丁
寧
な
ナ
デ
？
ミ
ガ
キ
？

磨
消
縄
文
・
３
条
の
沈
線
・
３
個
セ
ッ
ト
の
半
截

竹
管
文
　
　
　
　

４
．３

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層
上
面

Ｃ
５７

褐
灰

１０
Y
R４
／
１

に
ぶ
い
黄
褐

１０
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

ミ
ガ
キ

磨
消
縄
文
・
３
条
の
沈
線
・
３
個
セ
ッ
ト
の
半
截

竹
管
文
　
　
　
　

５
．０

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

D
５８

波
状
口
縁

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
金
雲
母

赤
褐
色
粒

ミ
ガ
キ

磨
消
縄
文
・
３
条
の
沈
線
・
２
個
セ
ッ
ト
の
半
截

竹
管
文
・
ミ
ガ
キ

４
．６

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
～
Ⅵ
層
上
面

G
５９

波
状
口
縁

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
３

明
黄
褐

１０
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ナ
デ
？
（
磨
滅
）

磨
消
縄
文
・
２
条
の
沈
線

３
．４

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

E
６０

波
状
口
縁

黒
褐

１０
Y
R３
／
１

褐
灰

１０
Y
R４
／
１

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ミ
ガ
キ

磨
消
縄
文
・
３
～
４
条
の
沈
線
・
刺
突
文
・
ミ
ガ

キ
　
　
　
　
　

３
．４

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
下
層

C
６１

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

明
黄
褐

１０
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
輝
石

赤
褐
色
粒

ミ
ガ
キ

２
条
の
沈
線
・
ミ
ガ
キ
　
　
　
　

３
．３

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

E
６２
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色
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調
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量
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cm
）

器
種

層
　
位

グ
リ
ッ
ド

N
o．

内
　
面

外
　
面

内
　
　
　
面

外
　
　
　
面

残
存
高

器
高

底
径

口
径

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

ミ
ガ
キ

磨
消
縄
文
・
３
条
の
沈
線
・
２
個
セ
ッ
ト
の
刺
突

文
３
．２

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

D
６３

波
状
口
縁

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
金
雲
母

赤
褐
色
粒

ミ
ガ
キ

３
条
の
沈
線
・３
個
セ
ッ
ト
の
刺
突
文
・
ミ
ガ
キ

２
．３

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

L
６４

波
状
口
縁
か
？

に
ぶ
い
黄
褐

１０
Y
R５
／
４

に
ぶ
い
黄
褐

１０
Y
R５
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

ミ
ガ
キ

磨
消
縄
文
・
沈
線
・
ミ
ガ
キ

１
．４

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
下
層

C
６５

波
状
口
縁

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
３

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

２
．８
～

３
．４
５

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

G
６６

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

浅
黄
橙

１０
Y
R８
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ナ
デ

２
条
の
沈
線
・
ナ
デ

３
．７

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

F
６７

内
外
面
に
赤
色
顔
料

橙
５
Y
R６
／
６

明
赤
褐

２
．５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

２
．７

－
－

－
鉢
？

Ⅴ
層

H
６８

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

３
．８
５

－
－

－
浅
鉢

Ⅴ
層
？

H
，
I

６９

灰
黄
褐

１０
Y
R５
／
２

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
・
沈
線

３
．５

－
－

－
鉢

Ⅴ
層

I，
J

７０

波
状
口
縁

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

条
痕
文
後
ナ
デ

条
痕
文
後
ナ
デ
・
沈
線

８
．２

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層
上
面

G
７１

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

ナ
デ
・
１
条
の
沈
線

ミ
ガ
キ

６
．１

－
－

－
深
鉢

Ⅲ
層
下
層

不
明

７２

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

ナ
デ

ミ
ガ
キ

５
．３

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

C
７３

二
次
焼
成
か
？

橙
７
．５
Y
R６
／
４

橙
７
．５
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

条
痕
文
後
ナ
デ

条
痕
文
後
ナ
デ

４
．６

－
－

－
浅
鉢

Ⅳ
層

E
，
F

７４

外
面
及
び
口
縁
内
部
に
顔
料
塗
付
か
？

に
ぶ
い
橙

５
Y
R６
／
４

橙
７
．５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

黒
耀
石

条
痕
文
後
ナ
デ
・
ス
リ
ッ
プ
痕

横
位
の
条
痕
文
・
ナ
デ

９
．５

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

G
７５

に
ぶ
い
橙

５
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

条
痕
文
後
ナ
デ
・
ス
リ
ッ
プ
痕

横
位
の
条
痕
文

６
．０

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

B
７６

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

ナ
デ
・
ス
リ
ッ
プ
痕
？

ナ
デ

１５
．６

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
・
Ⅴ
層

J
７７

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
３

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ナ
デ
？

磨
消
縄
文
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・
刺
突
文
・
沈
線

３
．１

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

B
７８

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
３

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

輝
石
・
赤
褐
色
粒

丁
寧
な
ナ
デ

磨
消
縄
文
・
４
条
の
沈
線
・
刻
み
目
文
・
刺
突
文

２
～
３
個
セ
ッ
ト
の
半
截
竹
管
文

３
．７

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

D
７９

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
輝
石

赤
褐
色
粒
　

ミ
ガ
キ
（
磨
滅
）

磨
消
縄
文
・
４
条
の
沈
線
・
ナ
デ

４
．８

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

C
８０

灰
褐

７
．５
Y
R５
／
２

黒
褐

１０
Y
R３
／
２

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母
　

ミ
ガ
キ
・
一
部
ナ
デ

磨
消
縄
文
・
５
条
の
沈
線
・
刻
み
目
文
・
ミ
ガ
キ

５
．７

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

E
８１

橙
５
Y
R７
／
６

橙
５
Y
R７
／
６

長
石
・
角
閃
石

粗
い
ナ
デ

粗
い
ナ
デ

４
．９

－
－

－
深
鉢

Ⅵ
層
上
面

G
８２

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

ナ
デ

ナ
デ

９
．２

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
～
Ⅴ
層
上
面

Ⅴ
層

L
８３

外
面
に
一
部
ス
ス
付
着

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

ナ
デ

条
痕
文
・
ナ
デ

１１
．８

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

Ⅳ
層
上
面

L
８４

波
状
口
縁

浅
黄
橙

１０
Y
R８
／
３

灰
黄
褐

１０
Y
R５
／
２

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ナ
デ

刻
み
目

４
．４
５

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

E
８５

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
３

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母

ナ
デ

刻
み
目

３
．１

－
－

－
深
鉢

Ⅴ
層

H
８６

浅
黄
橙

７
．５
Y
R８
／
４

浅
黄
橙

１０
Y
R８
／
４

石
英
・
長
石

灰
色
粒

ナ
デ

刻
み
目

３
．１

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
～
Ⅴ
層
上
面

K
，
J

８７
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備
　
　
　
　
　
考

色
　
　
　
調

胎
　
　
　
土

調
　
　
　
　
　
整

法
量
（
cm
）

器
種

層
　
位

グ
リ
ッ
ド

N
o．

内
　
面

外
　
面

内
　
　
　
面

外
　
　
　
面

残
存
高

器
高

底
径

口
径

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
３

黒
褐

１０
Y
R３
／
２

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
輝
石

赤
褐
色
粒

ナ
デ

刻
み
目

５
．６

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

G
８８

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

ナ
デ

刻
み
目
突
帯

７
．２
５

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

F
８９

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R６
／
３

灰
黄
褐

１０
Y
R５
／
２

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

黒
色
粒

ナ
デ

刻
み
目
突
帯
・
刻
み
目
・
ナ
デ

３
．７
５

－
－

－
深
鉢

Ⅳ
層

K
９０

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

２
．３

－
－

－
深
鉢
？

Ⅳ
～
Ⅵ
層

B
，
C

９１

浅
黄
橙

７
．５
Y
R８
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　

２
．２

－
－

－
深
鉢
？

Ⅳ
～
Ⅴ
層

K
９２

橙
７
．５
Y
R８
／
４

浅
黄
橙

１０
Y
R８
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母
　

輝
石

ミ
ガ
キ
？
（
磨
滅
）

ミ
ガ
キ
（
磨
滅
）　
　

２
．４

－
－

－
深
鉢
？

Ⅳ
層

G
，
K

９３

底
部
に
組
織
痕
あ
り

黒
N２
／

橙
７
．５
Y
R７
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母

ナ
デ

横
ナ
デ
　
　
　
　
　
　

３
．１

－
－

－
深
鉢
？

Ⅱ
～
Ⅲ
層

L
９４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
雲
母

ナ
デ

ナ
デ

１
．６

－
５
．６

－
浅
鉢

Ⅳ
層

G
９５

黄
灰

２
．５
Y４
／
１

橙
２
．５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母

丁
寧
な
ナ
デ

ナ
デ

－
－

（
７
．４
）

－
深
鉢
？

Ⅴ
層
上
面

H
９６

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母

丁
寧
な
ナ
デ

丁
寧
な
ナ
デ
　
　
　

２
．９

－
（
６
．６
）

－
深
鉢
？

Ⅵ
層
上
面

E
９７

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
３

に
ぶ
い
黄
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母
　

輝
石

丁
寧
な
ナ
デ

ナ
デ
（
磨
滅
）　
　

２
．８
５

－
（
１１
．０
）

－
深
鉢
？

Ⅳ
層

G
～
I

９８

橙
７
．５
Y
R７
／
６

明
赤
褐

２
．５
Y
R５
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母

ナ
デ

ミ
ガ
キ
　
　
　
　
　
　
　

５
．５

－
－

－
深
鉢
？

Ⅵ
層
上
面

N
９９

口
縁
部
内
面
に
赤
色
顔
料
あ
り

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

明
黄
褐

１０
Y
R７
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母

横
ナ
デ
・
ハ
ケ
目

突
帯
・
横
ナ
デ
・
ハ
ケ
目
後
ナ
デ

１０
．２

－
－

（
３６
．６
）

甕
Ⅳ
層

B
１０
０

ス
ス
付
着

灰
黄
褐

１０
Y
R６
／
２

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
金
雲
母

赤
褐
色
粒

横
ナ
デ
・
ハ
ケ
目

横
ナ
デ

３
．５

－
－

－
甕

Ⅳ
層
上
面

G
～
L

１０
１

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
３

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
３

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

横
ナ
デ

突
帯
・
横
ナ
デ

３
．９

－
－

－
甕

Ⅳ
～
Ⅴ
層

A
，
B

１０
２

磨
滅
激
し
い

明
黄
褐

１０
Y
R７
／
６

橙
７
．５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

横
ナ
デ

横
ナ
デ

２
．４

－
－

－
甕

Ⅳ
層
上
面

E
１０
３

灰
１０
Y５
／
１

黄
灰

２
．５
Y
R６
／
１

石
英
・
長
石

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

６
．４

－
－

（
９
．６
）

須
恵
器
壺

Ⅱ
～
Ⅳ
層

B
，
C

１０
４

（
底
部
）　
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

灰
N６
／

灰
N６
／

石
英

白
色
粒

回
転
ナ
デ
・
多
方
向
の
ナ
デ

回
転
ナ
デ

１
．４

－
（
９
．２
）

－
須
恵
器
碗

Ⅳ
層
上
面

J
１０
５

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

白
色
粒

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

３
．１

－
－

－
須
恵
器

坏
身

Ⅳ
層

C
１０
６

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

浅
黄
橙

１０
Y
R８
／
４

石
英
・
長
石
・
金
雲
母

赤
褐
色
粒

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

３
．７
５

－
－

蓋
（
１５
．６
）

坏
蓋

Ⅳ
層

I
１０
７

（
底
部
）　
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

内
外
面
に
赤
色
顔
料

明
赤
褐

２
．５
Y
R５
／
６

明
赤
褐

２
．５
Y
R５
／
６

石
英
・
金
雲
母

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

１
．９

－
（
９
．３
）

－
坏

Ⅴ
層

G
１０
８

赤
色
顔
料
？

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

長
石

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
横
ナ
デ

－
７
．６

（
１０
．６
）

（
１７
．４
）

坏
Ⅳ
層
上
面

K
１０
９

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R６
／
４

石
英
・
長
石

赤
褐
色
粒

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

３
．３

－
－

－
坏

Ⅲ
層

不
明

１１
０

灰
黄

２
．５
Y５
／
２

灰
黄

２
．５
Y６
／
２

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

３
．１

－
－

－
坏

Ⅳ
層
上
面

B
１１
１

内
外
面
に
赤
色
顔
料

橙
５
Y
R６
／
６

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石

赤
褐
色
粒

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

４
．１
５

－
－

－
坏

Ⅳ
層

D
１１
２
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備
　
　
　
　
　
考

色
　
　
　
調

胎
　
　
　
土

調
　
　
　
　
　
整

法
量
（
cm
）

器
種

層
　
位

グ
リ
ッ
ド

N
o．

内
　
面

外
　
面

内
　
　
　
面

外
　
　
　
面

残
存
高

器
高

底
径

口
径

（
底
部
）　
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
内
外
面
に
赤
色
顔
料

橙
５
Y
R６
／
６

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

白
色
粒

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
横
ナ
デ

２
．３

－
－

－
坏

Ⅳ
層

D
１１
３

（
底
部
）　
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
、
内
外
面
に
赤
色
顔
料

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
金
雲
母

赤
褐
色
粒

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
横
ナ
デ

２
．１

－
－

－
坏

Ⅳ
層

H
１１
４

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
黄
橙

１０
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石
・
雲
母

横
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

横
ナ
デ
・
ハ
ケ
目

３
．９

－
－

－
甕

Ⅲ
層

B
１１
５

（
底
部
）　
糸
切
り
、
内
面
に
赤
色
顔
料

に
ぶ
い
橙

５
Y
R７
／
４

に
ぶ
い
橙

５
Y
R７
／
４

石
英
・
雲
母

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

－
１
．４
５

－
－

小
皿

Ⅳ
層
上
面

G
～
F

１１
６

（
底
部
）　
釉
か
き
と
り

灰
オ
リ
ー
ブ

７
．５
Y６
／
２

灰
オ
リ
ー
ブ

７
．５
Y６
／
２

長
石

櫛
描

三
又
工
具
に
よ
る
施
文

回
転
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

－
２
．３

－
－

青
磁 皿

Ⅱ
層

G
，
H
，
I

１１
７

　
　（
註
）
法
量
の
（
　
）
内
の
数
値
は
反
転
復
元
後
の
も
の

第
４
表
　
塚
園
古
墳
群
土
器
観
察
表

備
　
　
　
　
　
考

色
　
　
　
調

胎
　
　
　
土

調
　
　
　
　
　
整

法
量
（
cm
）

器
種

取
上
げ

N
o.

層
位

遺
構

グ
リ
ッ
ド

N
o．

内
　
面

外
　
面

内
　
面

外
　
面

残
存
高

器
高

底
径

胴
部
径

口
径

ス
カ
シ
あ
り
・
坏
部
高
（
５
．３
㎝
）、
脚
部
高
（
６
．０
㎝
）

４
号
墳

灰
黄

２
．５
Y６
／
２

灰
黄

２
．５
Y６
／
２

石
英
・
長
石

横
ナ
デ
・
ナ
デ

横
ナ
デ
・
波
状
文
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

－
（
１１
．４
）

（
９
．３
）

－
（
１５
．３
）

須
恵
器

高
坏

一
括

上
層

S０
０３
S０
１０

B
，
C

１１
８

４
号
墳

橙
２
．５
Y
R６
／
６

に
ぶ
い
橙

７
．５
Y
R７
／
４

石
英
・
長
石

丁
寧
な
ミ
ガ
キ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

丁
寧
な
横
ナ
デ
・
ハ
ケ
目
・
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

５
．８

－
－

（
１４
．８
）

（
１０
．４
）

短
頸
壺

一
括

上
層

S０
０９

C
１１
９

４
号
墳

灰 N５
灰 N４

石
英
・
長
石

当
て
具
痕
（
同
心
円
）

タ
タ
キ
後
ナ
デ

１３
．２

－
－

－
－

須
恵
器
甕

P
－
２

－
S０
０９
S０
１０

C
１２
０

内
外
面
に
赤
色
顔
料
・
黒
斑
あ
り
・
丸
底

４
号
墳

明
赤
褐

２
．５
Y
R５
／
６

に
ぶ
い
赤
褐

２
．５
Y
R４
／
４

石
英
・
長
石
・
角
閃
石

赤
褐
色
粒

回
転
横
ナ
デ

回
転
横
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

４
．２

－
（
２
．４
）

－
（
１４
．８
）

坏
身

P
－
４

上
層

S０
０９

C
１２
１

丸
底

５
号
墳

橙
５
Y
R６
／
６

橙
５
Y
R６
／
６

石
英
・
長
石
・
黒
褐
色
粒

赤
褐
色
粒

丁
寧
な
ナ
デ

丁
寧
な
ナ
デ
？
（
磨
滅
に
よ
り
調
整
不

明
）

－
４
．７

２
．０

１３
．２

１２
．８

坏
P
－
１

－
S０
０４

G
１２
２

底
部
内
面
と
肩
部
内
面
に
指
頭
圧
痕
あ
り
・
頸
部
は
故
意
の

打
ち
欠
き
か
？
・
５
号
墳

黄
灰

２
．５
Y６
／
１

黄
灰

２
．５
Y６
／
１

石
英
・
長
石

横
ナ
デ

カ
キ
目
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

７
．９

－
－

１１
．７

－
須
恵
器
�

一
括

－
S０
０４

G
１２
３

　
　（
註
）
法
量
の
（
　
）
内
の
数
値
は
反
転
復
元
後
お
よ
び
推
定
の
数
値



　今回の調査は中心となる時代が異なる２つの遺跡

の調査となった。平松遺跡では集石遺構１１基のほか、

道路状遺構やピットなどを検出した。塚園古墳群で

は円墳２基のほか集石遺構１基、土坑１基、ピット、

道路状遺構などを検出した。出土遺物から判断した

中心となる時期はそれぞれ縄文時代早期、古墳時代

中期である。以下、それぞれの遺跡についてまとめ

ていきたいと思う。

１　平松遺跡について

　押形文土器や集石遺構自体は珍しいものではない。

植木台地上でも１０をこえる箇所で押形文土器が確認

されている。しかしそれが表採資料である場合も多

く、発掘調査で遺構とともに確認された遺跡は少な

い。今回の調査では集石遺構とともに押形文土器を

検出した。発掘調査で確認されたという意味では意

義のある調査であったと言える。

　反面、課題も多い。第一に当時の居住空間が不明

であることがあげられる。集石遺構とともに柱穴や

掘り込み等が検出できないか、慎重に調査したが住

居跡を想定させるような遺構は検出できなかった。

　第二に後続する時代の生活空間のあり方が不明で

あることがあげられる。平松遺跡に限ったことでは

ないが、周辺遺跡においても縄文時代中期の遺跡は

後晩期の遺跡数と比べると格段に少ない。

　集石遺構を検出した面より上の層からは、縄文時

代後晩期、弥生時代、古代、中世までのさまざまな

時代の遺物が出土した。これらの出土遺物が今後の

調査の参考となれば幸いである。

２　塚園古墳群について

（過去の調査について）

　前述のように、塚園古墳群ではこれまでに前方後

円墳や円墳など３基以上が確認されていたが、今回

の調査で新たに円墳２基を確認した。

　１号墳は１９７１年８月に熊本県立第二高等学校によ

り第１回植木地区総合調査において測量されており、

２号墳は同年１２月に熊本県立玉名高等学校有志によ

る測量が行われている。また平成１０年には植木町教

育委員会が確認調査を行っており、３号墳の内部主

体が組み合わせ式家形石棺であることが確認されて

いる。

（礫群について）

　４号墳では墳丘部で礫群が出土した。出土したの

は結晶片岩及び凝灰岩である。堆積土の上方にはこ

ぶし大の結晶片岩礫が、それらを取り除くと凝灰岩

がそれぞれ出土した。結晶片岩は墳丘部が攪乱を受

けた後、周囲に散乱した礫群を再び元の場所に集め

たような様子がうかがえた。また、凝灰岩礫の中に

は赤色顔料がわずかに認められるものや成形の痕跡

が残るものもあり、石棺を据える際、調整時に発生

した砕片であったと思われる。これらは裏込めとし

て使用された可能性もあり、同様の遺構は竜北町端

ノ城古墳でも確認されている。

（出土遺物の時期について）

　本書に掲載した遺物はいずれも周溝から出土した

ものである。１１８の無蓋高坏はロクロ左回りで端部

は鋭く、ヘラ削りは比較的雑である。口縁部は短く、

口縁端部は丸みを持つ。坏部は腰が張り、脚は短い。

脚は面取りを持つ一段透かしで、おそらく三方に透

かしを持つものと思われる。これらの特徴から、遺

物の時期はＴＫ４７期に相当する５世紀末頃に想定さ

れる（中原幹彦氏ご教示）。また他の出土遺物につ

いてもほぼ同様の時期に比定される。

（古墳の築造過程）

　４号墳では自然堆積層であるⅢ層上面をそのまま

石棺の底面とするような状況が見られた。さらに、

石棺の周りを層状に固く突き固めるような、黒褐色

土と暗褐色土の互層が確認された。石棺を設置した

後は、周溝掘削の際に出た排土を利用して盛土を施

し、墳丘を築造したと考えられる。４号墳において

土層の堆積状況から推察される、石棺の設置から現
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在に至るまでの順序は以下のようなものである。

①　地山（Ⅲ層）を平にならす。

②　組み合わせ式の石棺を据える。

③　石棺の外側に盛土し、突き固める。

④　古墳全体を成形する。

⑤　石棺の内部に土が堆積する。

⑥　石棺材が抜き取られる。

⑦　石棺材の抜き取り痕に土が入り込む。

　また５号墳の周溝は比高差約２ｍの平坦面でそれ

ぞれ確認された。このことから原形を推察すると、

緩やかに傾斜する丘陵の中腹を選定し、地山を整形

することにより緩傾斜面に墳丘基礎を築造したもの

と考えられる。

　塚園古墳群全体の形成については更に検討を重ね

ていく必要がある。
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図版１　平松遺跡全景（東から）

ａ．平松遺跡１区
ｂ．平松遺跡２区
ｃ．塚園古墳群
ｄ．岩野山

ｄｄ

ａａ

ｂｂ ｃｃ



１　塚園古墳群全景（北西から）

図版２　塚園古墳群全景

２　調査区全景



図版３　 塚園古墳群（１）

１　道路状遺構
　　第１硬化面

２　道路状遺構
　　第２硬化面

３　道路状遺構断面



図版４　平松遺跡（１）

１　レキ散布状況（１）（北から）

２　レキ散布状況（２）（北西から）

３　押型文土器出土状況（１）（南から） ４　押型文土器出土状況（２）（北から）



図版５　平松遺跡（２）

１　集石遺構（北から）
（右から７号集石，６号集石，５号集石）

２　７号集石検出状況（北から） ３　６号集石検出状況（北から）

４　５号集石検出状況（北から） ５　５号集石内遺物出土状況（北から）



図版６　平松遺跡（３）

１　２号集石検出状況（北から）

２　２号集石完掘状況（北から）

４　４号集石検出状況（南から）

３　３号集石検出状況（北から）

５　５号集石検出状況（南から）



図版７　平松遺跡（４）

１　道路状遺構検出状況（西から）

２　作業風景（北から）

３　２区完掘状況（南西から）



図版８　平松遺跡出土遺物（１）
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図版９　平松遺跡出土遺物（２）
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図版１０　平松遺跡出土遺物（３）
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図版１１　平松遺跡出土遺物（４）

１００

１０１ １０２ １０３

１０６
１１０

１１２

１１３

１１６

１１５
１１４１０８

１０５

１１７

１０４

１０７

１０９

４０～４７

４９
４８，５０～５３



図版１２　塚園古墳群４号墳調査状況

１　表土はぎ前（１）（北東から）

３　表土はぎ途中（東から）

６　完掘（２）（西から）５　完掘（１）（東から）

２　表土はぎ前（２）（東から）

４　小礫検出状況（東から）



図版１３　塚園古墳群（２）

１　集石遺構検出状況（北から）

３　道路状遺構検出状況（２）（西から）

２　道路状遺構検出状況（１）
　　（北東から）

４　土坑完掘（北東から）



図版１４　塚園古墳群（３）

１　４・５号墳周構完掘
　　（南から）

２　５号墳遺物出土状況（１）
　　（北西から）

３　５号墳遺物出土状況（２）
　　（北西から）



図版１５　塚園古墳群出土遺物ほか
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